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研究開発のポイント

【課題】

次世代航空機用ジェットエンジンにおいて軽量で高効率な熱制

御システムが求められており、そこで用いられるヒートシンクの製

造技術を開発する。

【開発概要】

長さ２０００ｍｍの冷却液流路が押出成形されたアルミ材料に

ピッチ２．１ｍｍ、厚み０．５ｍｍ、高さ３７．５ｍｍのフィンを、直接

形成する装置の開発と加工条件確立を行う。

効 果

○従来方式に対してヒートシンク部分の３５％軽量化と大幅な

コストダウンを実現した。

○今後川下企業にて航空機用熱制御システムとしてまとめ、

システム評価を経てエンジンメーカーへの案内を行う。

主な開発成果

○長さ２５００ｍｍまでの長尺に対応できる大型フィン加工機を

開発し、狭ピッチ薄型フィンを形成する加工条件を確立した。

○試作品にて航空機用熱制御システムにおける熱交換性能を

評価し、システム設計に反映する有効なデータを得た。

主要事業

箕輪町

金属プレス加工

・戦略的基盤技術高度化支援事業
（平成29年度～30年度：経済産業省）

長さ２ｍの熱交換器ユニット フィン加工部分

従来方式 本方式


